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本論文は，緒論，総括を含めて 9 章から構成されている o
第 1 章は緒論であり， EGW 法の必要性と問題点を指摘し，本研究の目的を明らかにしている。
第 2 章では，兵庫県南部地震の被害内容から，建築鉄骨構造物の設計・製作における問題点を整理し，鉄骨柱梁溶
接接合部の激震時における安全性の検討で，特に考慮すべき歪速度と塑性歪量の範囲について明らかにしているO
第 3 章では，新たに開発した EGW 法の概要，溶接効率，溶接品質，適用範囲を示すとともに，実溶接部の機械的
性質とシャルピー衝撃特性の一般的傾向について示し，その実用化が充分可能であることを述べているo
第 4 章では， EGW 法を建築鉄骨柱梁溶接接合部に適用する際に問題となる地震時の動的破壊靭性指標を，歪速度­
温度パラメータ R とローカルアプローチに基づく普遍的破壊指標としてのワイブル応力に注目し， それらを用いた
ときの本論文における評価手法を明確にするとともに， EGW 法の適用を前提とした建築用大入熱対策鋼材を新しく
開発し，その特性について明らかにしている o
第 5 章では， EGW 法による鋼材及び溶接金属の歪速度及び温度の機械的性質と破壊靭性に及ぼす影響を丸棒引張
試験とコンパクト試験により求め R パラメーターで整理できること明らかにしている o




第 7 章では，各種条件下で EGW 法により作成した実大構造物試験体を用いて繰返し載荷実験を行い，更に，第 8
章では，第 7 章の実大試験の結果を三次元 FEM 解析結果と前述の評価手法を併せて考察し， EGW 法による建築鉄
骨柱梁接合部が地震時に充分なエネルギー吸収能力を有し，提案する EGW 法が実用上問題なく適用できることを直
接的に明らかにしている D
























(4) さらに，各種ディテールに対して EGW 法により作製した構造物実大試験体を用いて繰返し載荷実験を行い，
その性能を調べるとともに，三次元 FEM 解析による数値解析で破壊限界評価を行い，提案する EGW 法によ
る建築鉄骨柱梁接合部が地震時に売分なエネノレギー吸収能力を有し，実構造に充分適用できることを示してい
る。
以上のように，本論文では，新しく開発した大入熱エレクトロガスアーク溶接法が実建築鉄骨溶接施工に充分な破
壊安全性をもって適用可能なことを示すのみならず，地震時のように動的載荷される構造物の脆性破壊評価の手法や
その破壊靭性評価のあり方などについての一般的な評価指標についても指針を与えており，その手法は具体的な建築
鉄骨の溶接接合部のみならず，広く地震荷重を受ける鋼構造物の破壊安全性評価へ発展させられる可能性もあり，そ
の成果は構造強度評価工学及び生産加工工学の発展に寄与するところが大である o
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
? ?
